
函 館 市 シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ 生 活 援 助 員 派 遣 事 業 実 施 要 綱  

                              

 （ 趣 旨 ）                          

第 １ 条  こ の 要 綱 は ，シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ に 居 住 す る 高 齢 者 に 対 し ，

生 活 指 導 ，生 活 相 談 ，安 否 の 確 認 ，一 時 的 な 家 事 援 助 ，緊 急 時 の

対 応 等 の サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と に よ り ，居 住 者 が 自 立 し て 安 全

か つ 快 適 な 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う ，そ の 在 宅 生 活 を 支 援 す

る た め に 実 施 す る シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ 生 活 援 助 員 派 遣 事 業（ 以 下

「 事 業 」 と い う 。 ） の 実 施 に 関 し ,  必 要 な 事 項 を 定 め る も の と  

す る 。                           

 （ 実 施 主 体 )                         

第 ２ 条  事 業 の 実 施 主 体 は ，函 館 市 と す る 。た だ し ，事 業 の 実 施 を

社 会 福 祉 法 人 に 委 託 す る こ と が で き る 。  

 （ 事 業 の 対 象 者 ）                      

第 ３ 条  事 業 の 対 象 者 は ，別 表 第 １ に 掲 げ る 公 営 住 宅（ 以 下「 シ ル

バ ー ハ ウ ジ ン グ 」と い う 。）の 入 居 者（ 以 下「 入 居 者 」と い う 。）

と す る 。                    

 （ 事 業 の 内 容 ）                       

第 ４ 条  事 業 の 内 容 は ，次 に 掲 げ る サ ー ビ ス 等 と す る 。      

 ( 1 )  生 活 指 導・相 談 に 関 す る こ と 。              

 ( 2 )  安 否 の 確 認 に 関 す る こ と 。                  

 ( 3 )  一 時 的 な 家 事 援 助 に 関 す る こ と 。             

 ( 4 )  緊 急 時 の 対 応 に 関 す る こ と 。               

 ( 5 )  関 係 機 関 等 と の 連 絡 に 関 す る こ と 。            

 ( 6 )  利 用 者 相 互 お よ び 地 域 と の 交 流 等 の 行 事 に 関 す る こ と 。   

 ( 7 )  そ の 他 日 常 生 活 上 必 要 な 援 助 に 関 す る こ と 。        

 （ 生 活 援 助 員 の 派 遣 ）                    

第 ５ 条  第 ２ 条 別 表 第 １ に 掲 げ る 社 会 福 祉 法 人（ 以 下「 受 託 者 」と

い う 。）は ，シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ に 生 活 援 助 員 を 派 遣 し て 事 業 を

実 施 す る も の と す る 。                  



 （ 生 活 援 助 員 の 要 件 ）                    

第 ６ 条  生 活 援 助 員 は ，心 身 と も に 健 全 で あ り ，高 齢 者 の 福 祉 に つ

い て 理 解 と 熱 意 を 有 し ，か つ ，事 業 を 適 切 に 実 施 す る 能 力 を 有 す

る 者 と す る 。                      

 （ 老 人 福 祉 施 設 等 と の 連 携 ）                 

第 ７ 条  受 託 者 は ， 事 業 の 実 施 に 当 た っ て は ， デ イ サ ー ビ ス セ ン  

タ ー ， 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ， 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム お よ び 保 健 ，

医 療 機 関 な ら び に 消 防 本 部 等 と の 連 携 に よ り ，事 業 の 円 滑 な 実 施

を 図 る と と も に ，自 治 会 等 地 域 社 会 に よ る 協 力 ，支 援 を 得 ら れ る

よ う 努 め る も の と す る 。  

 （ 費 用 の 負 担 ）                       

第 ８ 条  入 居 者 は ，生 活 援 助 員 派 遣 に 要 す る 費 用 を 負 担 し な け れ ば

な ら な い 。          

２  前 項 の 規 定 に よ り 入 居 者 が 負 担 す べ き 費 用 の 額（ 以 下「 負 担 額 」

と い う 。）は ，別 表 第 ２ の と お り と す る 。           

３  入 居 者 が 月 の 途 中 で 入 居 し ， ま た は 退 居 し た 場 合 に お い て は ，

そ の 月 の 負 担 額 は 日 割 に よ っ て 計 算（ １ ０ 円 未 満 の 端 数 が あ る と

き は ， そ の 端 数 を 切 り 捨 て る 。 ） す る 。          

４  負 担 額 は ，納 入 通 知 書 に よ り 指 定 期 日 ま で に 納 入 し な け れ ば な

ら な い 。           

 （ 秘 密 の 保 持 ）                       

第 ９ 条  受 託 者 は ，入 居 者 の プ ラ イ バ シ ー の 確 保 に 十 分 配 慮 し ，正

当 な 理 由 が な く ，そ の 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 秘 密 を 他 に 漏 ら し て

は な ら な い 。                      

 （ そ の 他 ）                         

第 1 0条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か ，事 業 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事

項 は ， 別 に 定 め る 。      

 

    附  則  

  こ の 要 綱 は ， 平 成 ８ 年 １ １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  



    附  則                       

  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

    附  則                       

  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  



別表第１（３条関係）                                 

 公 営 住 宅 

市営住宅花園団地４号棟 

  

 

 

別表第２（第８条関係）                                 

入居者世帯の税額等による階層区分 

負担額 

１ 月 

当たり 

 Ａ  生活保護法（昭和25年法律第 144号）による被保護世帯      0円

 Ｂ  生計中心者の前年分の所得税が非課税の世帯      0円

 Ｃ  生計中心者の前年分の所得税の額が 9,600円以下の世帯    1,500円

 Ｄ  生計中心者の前年分の所得税の額が 9,600円を超え32,400円以下の世帯    2,600円

 Ｅ  生計中心者の前年分の所得税の額が32,400円を超え42,000円以下の世帯    3,800円

 Ｆ  生計中心者の前年分の所得税の額が42,000円を超える世帯    4,900円

 備考 この表において「所得税の額」とは, 所得税法（昭和40年法律第33号）, 租税特別措 

    置法（昭和32年法律第26号），経済社会の変化等に対応して早急に講ずべき所得税及び 

    法人税の負担軽減措置に関する法律（平成11年法律第８号）および災害被害者に対する 

    租税の減免，徴収猶予等に関する法律（昭和22年法律第 175号）の規定によって計算さ 

    れた所得税の額( この所得税の額を計算する場合には，所得税法第92条第 1項および第 

    95条第 1項から第 3項までの規定, 租税特別措置法第41条第１項から第３項までの規定 

    租税特別措置法等の一部を改正する法律（平成10年法律第23号）附則第12条の規定なら 

    びに租税特別措置法及び阪神・淡路大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に 

     関する法律の一部を改正する法律（平成11年法律第９号）附則第18条の規定は，適用し 

    ないものとする。）をいう。                           


